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1．はじめに

八重山諸島を含む琉球列島は海に囲まれている
ため島嶼特有の生物相を形成している。また、気
候が亜熱帯性であることが要因として、生物相は
日本本土よりは台湾や東南アジアに近く、大陸に
類縁した種を持つものが多いが、中には他の地域
では絶滅してしまった系統の生き残りである遺存
種が存在している。とりわけ、海を渡って移動で
きない両生類・爬虫類は種分化が起きやすく、固
有種や固有亜種が多くなっている。また、地理的
要因により北方系の種の南限地、南方系の種の北
限地としても知られており、世界でも有数の生物

多様性を誇る地域である 1）、2）、3）。だが、人為的
に導入・放逐されたオオヒキガエル Bufo marinus 
などの外来種によって固有種を含む多くの在来種
が被害を受けている 4）。

本調査は 2010 年 2 月 28 日から 3 月 6 日の 7 日
間、近畿大学農学部里山修復プロジェクト生態調
査班を中心としたメンバーで沖縄県の八重山諸島
の石垣島と西表島で行った。本報では、今調査で
記録された両生類、爬虫類について報告する。

2．調査地および調査方法

調査は任意で行い、その際に目視や鳴き声で確
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認した種を「決定版　日本の両生爬虫類」5）や
「日本の爬虫両生類」6）の図鑑を参考に同定し、
記録した。

石垣島では 3 月 1 日から 3 月 3 日の 3 日間調査
を行った。調査地は 3 月 1 日にバンナ、親水公
園、嵩田の 3 か所、2 日に親水公園、野底岳の 2
か所、3 日に真栄里の 1 か所である。

西表島では 3 月 4 日から 3 月 6 日の 3 日間調査
を行った。調査地は 3 月 4 日に船浦、南風見田の
2 か所、5 日に白浜、高那、浦内川上流、船浦の
4 か所、6 日に船浦の 1 か所である（図１）。

3．調査結果

今回の調査では両生類 4 科 6 種、爬虫類 5 科 8
種が確認され、その中に日本の固有種が 7 種、固
有亜種が 3 種、国指定の天然記念物が 2 種確認さ
れた。

島ごとでは、石垣島で両生類を３科４種、爬虫
類を４科４種、西表島で両生類を３科３種、爬虫
類を５科８種それぞれ確認した（付表１, ２）。

以下に今調査で記録された両生類・爬虫類につ
いて述べる。なお、種の配列は「決定版　日本の
両生爬虫類」5） に、和名および学名は「日本産爬
虫両生類標準和名 2009」7） に、日本固有種や日
本固有亜種、国指定天然記念物は「日本の爬虫両
生類」6） に従った。

記録は原則として、目撃月日、目撃地、個体
数・性別（“ex” は性別不明を表わす）、成長段階
の順で記載している。

図版の写真の撮影者は次のように（）内に略号
で示した。桑原崇 （TK） 、鳥居憲親 （NT） 、鈴
木賀与 （KS） 、牛田博 （HU） 。

⑴　両生綱　Amphibia
無尾目　Anura

ヒキガエル科　Bufonidae　（図版 1－ A）

1. オオヒキガエル　Bufo marinus
特定外来生物
 （Ⅲ -1　石垣島親水公園　1ex 亜成体）（Ⅲ -2　
石垣島親水公園　1ex 成体（轢死体））

アカガエル科  Ranidae

2. サキシマヌマガエル　Fejervarya sakishimensis
日本固有種
 （Ⅲ -4　西表島南風見田　幼体）（Ⅲ -5　西表
島船浦）

3. ヤエヤマハラブチガエル　Rana okinavana
日本固有種。

（Ⅲ -2　石垣島野底岳　鳴き声）
ガ類のライトトラップ中に鳴き声で確認した。

アオガエル科　Rhacophoridae

4. ヤエヤマアオガエル　Rhacophorus owstoni
　（図版 1－ B）
日本固有種

図１．調査地
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 （Ⅲ -2　石垣島嵩田　卵塊）（Ⅲ -4　西表島南
風見田　幼体）（Ⅲ -5　西表島浦内川上流　幼
体）

5. アイフィンガーガエル　Kurixalus eiffingeri
（Ⅲ -2　石垣島野底岳　鳴き声）
ガ類のライトトラップ中に鳴き声で確認した。

ヒメアマガエル科　Microhylidae

6. ヒメアマガエル　Microhyla okinavensis　（図
版 1－ C）
 （Ⅲ -4　西表島南風見田　幼体）（Ⅲ -5　西表
島浦内川上流　卵塊）（Ⅲ -6　西表島船浦　
1ex 成　1ex 成体）

⑵　爬虫綱　Reptilia
カメ目　Testudines　

イシガメ科　Geoemydidae

7. ヤエヤマセマルハコガメ　Cuora flavomarginata 
evelynae　（図版２－D）
日本固有亜種　国指定天然記念物
 （Ⅲ -3　石垣島真栄里　1ex 成体）（Ⅲ -5　西表
島高那　1ex 成体）

8. ヤエヤマイシガメ　Mauremys mutica kami　
（図版２－E）
日本固有亜種
 （Ⅲ -4　西表島船浦　1ex 成体）（Ⅲ -5　西表島
白浜　1 ♂　成体）

有鱗目　Squamata
ヤモリ科　Gekkonidae

9. ホオグロヤモリ　Hemidactylus frenatus　
（図版２－ F）
 （Ⅲ -1　石垣島バンナ）（Ⅲ -1　石垣島親水公
園）（Ⅲ -4　西表島船浦）（Ⅲ -5　西表島船浦）

アガマ科　Agamidae

10. サキシマキノボリトカゲ　Japalura polygonata 
ishigakiensis　（図版２－G）
日本固有亜種

 （Ⅲ -2　石垣島親水公園　1ex 幼体、2exs 成体）
（Ⅲ -5　西表島浦内川上流　1ex 幼体、1ex 成
体）

トカゲ科　Scincidae

11. イシガキトカゲ　Plestiodon stimpsonii　
（図版２－H）
日本固有種
 （Ⅲ -4　西表島南風見田）（Ⅲ -5 西表島浦内川
上流）

12. キシノウエトカゲ　Plestiodon kishinouyei   
（図版２－ I）
日本固有種　国指定天然記念物
 （Ⅲ -4　西表島南風見田）（Ⅲ -5　西表島白浜）

（Ⅲ -5　西表島浦内川上流）

13. サキシマスベトカゲ　Scincella boettegeri   
（図版２－ J）
日本固有種
 （Ⅲ -1　石垣島バンナ　1ex 成体）（Ⅲ -5　西表
島浦内川上流）

カナヘビ科　Lacertidae

14. サキシマカナヘビ　Takydromus dorsalis　
（図版２－K）
日本固有種

（Ⅲ -4　西表島南風見田　1ex 成体）

4．考察

今調査では、両生類 6 種、爬虫類 8 種の合計
14 種が記録され、八重山諸島に分布する両生爬
虫類の約半分の種類が見られた。この結果につい
て、両生類に関しては繁殖期が関係していると思
われる。この時期はちょうど、冬から春にかけて
繁殖する種と春から夏にかけて繁殖する種の入れ
替わりの時期であったため、成体は見かけること
が少なく、卵塊や幼体を見る機会が多かった。爬
虫類は今回、ヘビ類のような茂みを好む種類は確
認する事が出来ず、トカゲ類のような比較的日な
たを好む種類が確認された。

また、両生類・爬虫類は他の動物と比べて移動
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能力が低いため、以前にも述べたように本調査地
のような地理的に隔離された地域では種分化が起
きやすく固有種や固有亜種になりやすいことが知
られている。このことから本調査地では環境省版
のレッドリストに選定されている種がいくらか存
在する。その中で、今調査で記録されたレッドリ
ストに選定されている種は絶滅危惧Ⅱ類がヤエヤ
マハラブチガエル、ヤエヤマセマルハコガメ、キ
シノウエトカゲ、サキシマカナヘビの 4 種、準絶
滅危惧種がサキシマキノボリトカゲ、イシガキト
カゲの 2 種であった 8）、9）。この中で、ヤエヤマ
セマルハコガメとキシノウエトカゲの 2 種は国指
定の天然記念物に指定されている 6）。

ヤエヤマセマルハコガメのレッドリストの選定
理由の中には 1970 年代に移入されたオオヒキガ
エルとの餌を巡る競合があげられる 10）。オオヒ
キガエルは中南米原産のヒキガエル科のカエルで
特定外来生物に指定されており、今調査でも石垣
島のバンナで確認された。石垣島では当初、名蔵
の水田域のみで見られたが、1989 年ごろにバン
ナ岳の頂上付近、1995 年には於茂登岳の中腹近
くでも見られるようになった。全島に広がるのも
時間の問題であり、在来の小動物への影響が心配
されている 11） 。

他にも、森林伐採などの人為的撹乱による生息
地の破壊やペット目的の乱獲などが減少要因とし
てあげられる。この特異的な自然は失ってしまっ
てからでは取り返しようがない。そのためにも、
外来種の駆除といった保護対策が急務であり、今
後の動向を知るためにも調査・研究を続けていく
必要があると考えられる。
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6．要旨

日本の豊かな生物相に対する理解を深めること
を目的に、2010 年 2 月 28 日から 3 月 6 日の 7 日
間、近畿大学農学部生態調査班を中心としたメン
バーで八重山諸島の石垣島と西表島にて両生類、
爬虫類の調査・観察を行った。調査地を含む琉球
列島は、地理的変遷から多くの固有種や固有亜種
の生息地として知られている。

今調査の結果として、全体では両生類が 4 科 6
種、爬虫類が 5 科 8 種確認され、このうち固有種
が 7 種、固有亜種が 3 種、国の天然記念物が 2 種
記録された。島ごとでは石垣島で両生類が 3 科 4
種、爬虫類が 4 科 4 種、西表島では両生類が 3 科
3 種、爬虫類が 5 科 8 種それぞれ記録された。
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A．オオヒキガエル 石垣島バンナ (NT) B-a．ヤエヤマアオガエル（卵塊） 石垣島嵩田 (TK)

B-b．ヤエヤマアオガエル（幼体） 西表島浦内川上流 (TK) C-a．ヒメアマガエル（卵塊） 西表島浦内川上流 (NT)

C-b．ヒメアマガエル(幼体) 西表島浦内川上流 (NT) C-c．ヒメアマガエル 西表島船浦 (TK)TK)TK

D．ヤエヤマセマルハコガメ 真栄里 (UH) E-a．ヤエヤマイシガメ 西表島船浦 (KS) 左

E-b．ヤエヤマイシガメ 西表島白浜 (TK) 右

図版 1．記録された両生類・爬虫類



169沖縄県八重山諸島で記録された両生類・爬虫類

F．ホオグロヤモリ 石垣島バンナ (KS) G-a．サキシマキノボリトカゲ（幼体） 西表島南風見田  (KS)

G-b．サキシマキノボリトカゲ 石垣島バンナ  (UH) 左

G-c．サキシマキノボリトカゲ 西表島浦内川上流 (KS) 右
H．イシガキトカゲ 西表島南風見田 (NT)

I．キシノウエトカゲ 西表島浦内川上流 (KS) J．サキシマスベトカゲ 西表島浦内川上流 (TK)(TK)(TK

K．サキシマカナヘビ 西表島南風見田 (NT)

図版 2．記録された両生類・爬虫類




